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年頭のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、平成28年の新春を
健やかにお迎えのことと、心よりお慶び申し
上げます。
　旧年中は、中央会事業推進に際し、多大な
るご支援、ご協力を賜りましたこと、厚く御
礼申し上げます。
　特に、昨年12月の本会創立60周年記念式典
に際しましては、各方面より温かいご支援、ご
協力を賜りましたこと、深く感謝申し上げます。
　さて、国内経済は緩やかな景気回復の傾向
にあると報告されておりますが、中小企業に
とっては厳しい局面から脱し切れていません。
　このような状況を一刻も早く打開するため、
昨年11月に沖縄県で開催されました第67回中
小企業団体全国大会では、全国中央会副会長
の立場から意見発表を行い、地域経済を支え
る中小企業が景気回復を実感できるような政
策の早期実施を強く要望いたしました。
　その効果もあり、昨年末には平成27年度補
正予算案と平成28年度本予算案が相次いで閣
議決定され、中小企業に対する手厚い施策が
予定されています。
　特に、中小企業の設備投資や新商品開発等
を強力にバックアップする「ものづくり補助
金」では、４年連続で１千億円を超える予算
措置が計画されております。
　さらに、「地方創生」や「一億総活躍社会」
を実現するための諸施策も展開される予定です。
　本会では、「ものづくり補助金」の地域事
務局として、これまで約400社に対して総額33
億円近い設備投資等を支援し、県内経済の振
興発展に大きく貢献して参りました。
　その効果が途切れることの無いよう、今後

も十二分に力を発揮できるよう取り組んで参
ります。
　さて、今年は60年ぶりの「丙申」の年であ
り、「企業の努力が実り、成熟に向かってい
く年」とも言われております。
　中央会が創立して間もなく迎えた昭和31年
の「丙申」は、戦後の復興から弾みをつけ、
成長に向かい始めた年でもありました。
　そして、中央会は常に中小企業者の立場で
様々な事業に取り組み、その結果中小企業の
皆様方が活躍され、日本経済の発展に大きく
貢献して参りました。
　今年は中小企業が新たな時代を創造する
「挑戦」の年として、皆様方とともに各種事
業に取り組んで参ります。
　その一つとして、来る９月８日、本県にお
いて九州・沖縄各県の中小企業団体の関係者
が一堂に会し、第58回中小企業団体九州大会
を開催いたします。
　本大会では、中小企業が成長できる環境整
備の要望を決議し、関係機関等に強く訴えて
いくこととしておりますので、皆様方のご協
力をよろしくお願いいたします。
　中央会理念である「組合と共に明日を拓く
中央会」は、これからの10年・20年先も皆様
方とともに歩んでいくことの決意表明でもあ
ります。
　今後とも、組織化施策を中心としたきめ細
やかな支援に努めて参りますので、より一層
のご支援・ご協力をお願い申し上げます。
　結びに、本年が皆様方にとりまして希望に
満ちあふれた素晴らしい一年でありますこと
をご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

鹿児島県中小企業団体中央会

会　長　　小　正　芳　史
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「本物。鹿児島県」の
多彩な魅力を発信！

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　鹿児島県中小企業団体中央会の皆様には、

中小企業の連携支援や事業協同組合等の育

成・強化に努められ、本県中小企業の振興と

地域経済の発展に多大な御貢献をいただいて

おり、深く敬意を表しますとともに、県政の

推進につきまして、格別の御支援・御協力を

いただき、心から感謝を申し上げます。

　引き続き、中小企業の多様で活力ある成長

を実現するため、指導団体として力を発揮し

ていただくとともに、本県中小企業団体の一

層の発展のために御尽力くださるよう期待し

ております。

　昨年は、７月に、九州地方知事会の政策連

合項目として本県が主導して進めてきた「明

治日本の産業革命遺産」が世界文化遺産に登

録されました。約10年もの長きにわたり関係

自治体が一体となって取り組んできた成果で

あり、大変喜ばしいことであります。

　また、昨秋開催しました「第30回国民文化

祭・かごしま2015」については、「本物。鹿

児島県～文化維新は黒潮に乗って～」をテー

マに、県内全ての市町村で多彩なイベントを

実施いたしました。大会には、県内外から延

べ163万人もの来訪者があり、おもてなしの心

にあふれた鹿児島ならではの県民総参加の大

会を実現するとともに、「本物。鹿児島県」

の多彩な魅力の情報発信にもつながったもの

と考えております。

　今年は、奄美群島の世界自然遺産登録に向

けた取組を一層進めるとともに、２年後の明

治維新150周年や、2020年東京オリンピックと

同じ年に本県で開催予定の国民体育大会に向

けた取組などを着実に進めてまいります。

　また、地方創生につきましては、「鹿児

島県まち・ひと・しごと創生総合戦略（仮

称）」を速やかに策定し、市町村とも連携を

図りながら、本県の実情に応じた実効性の伴

う施策を展開してまいります。

　今後とも、本県の豊かな自然や個性ある歴

史・文化などの素材に磨きをかけつつ、国内

外を問わず、様々な機会を捉えて、「本物。

鹿児島県」の多彩な魅力を積極的に情報発信

しながら、県勢の更なる飛躍の年にしたいと

思っておりますので、皆様には、引き続き県

政に対する御理解・御協力をお願い申し上げ

ます。

　年頭に当たり、鹿児島県中小企業団体中央

会並びに県内各組合のますますの御発展と、

皆様にとりまして、新しい年が実り多き一年

となりますよう、心から祈念いたします。

鹿児島県知事　　伊　藤　祐一郎
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　平成28年の新春を迎え、謹んでお慶びを申
し上げます。
　鹿児島県中小企業団体中央会の皆様方にお
かれましては、中小企業連携組織支援の専門
機関として、組合等の組織化や活性化、人材
支援など、本県中小企業の振興・発展のため
の幅広い活動を積極的に展開され、大きな成
果をあげておられますことに深く敬意を表し
ます。
　また、日頃から市政の各面にわたり温かい
ご理解とご協力を賜り、市政が順調に進展し
ておりますことに、心から感謝申し上げます。
　昨年は、本市の旧集成館など３つの構成資
産を含む「明治日本の産業革命遺産」が世界
文化遺産に登録されるという、私たちにとっ
て大変喜ばしく誇らしい出来事がありました。
今後、世界認定を目指す「桜島・錦江湾ジオ
パーク」と合わせて、世界基準の地域資源と
して将来に継承していくとともに、その価値
を国内外に発信しながら、本市の発展に生か
してまいりたいと考えております。
　また、本年３月には、約12,000人のラン
ナーが、これら世界に誇り得る歴史や自然の
魅力を感じながら颯爽と駆け抜ける「鹿児島
マラソン2016」を開催します。第１回目とな
るこの大会をぜひとも成功させ、鹿児島オリ
ジナルの魅力向上を図るとともに、鹿児島駅
周辺の都市拠点整備など、新たな賑わいを創
出し、昨年、桜島の噴火警戒レベル引き上げ
の影響を受けた地域経済の活性化にもつなげ
てまいりたいと考えております。
　さて、平成20年を境に人口減少局面に入っ

たとされる我が国では、今後の経済規模の縮
小や地方都市の衰退等が危惧されており、現
在、国と地方が一体となって地方創生の取組
を進めております。本市においても、昨年12
月に、「鹿児島市まち・ひと・しごと創生総
合戦略」を策定し、人口減少問題の克服に向
けた取組を掲げたところです。今後、この戦
略を実効あるものとするために、各種施策を
着実に推進してまいりたいと考えております。
中でも、若い世代の大都市等への流出を抑制
することが重要であることから、クリエイ
ティブ人材の誘致やインキュベーション施設
の機能強化、地域における魅力的で安定した
雇用の確保を通してまちづくりの担い手とな
る人材を育成し、地域経済の活性化につなげ
てまいりたいと考えております。
　今年は、薩長同盟150周年となります。日
本の行く末を案じて奔走した先人たちにより
実現したこの同盟は、明治維新の契機となり、
その後の我が国の発展へとつながっていきま
した。この先、さまざまな困難も予想されま
すが、真に〝豊かさ〟を実感できるまちづく
りのためには、官民一体となった緊密な連携
体制が不可欠であると考えますので、今こそ、
より明るい未来図を描いて、力強く前へ進ん
でいきましょう。
　本年も市政の推進に、より一層のお力添え
を賜りますようお願いいたしますとともに、
鹿児島県中小企業団体中央会のますますのご
発展と、新しい年が夢と希望の持てるすばら
しい年となりますことを心からお祈り申し上
げ、新年の挨拶といたします。

〜明るい未来図を描いて〜
「〝豊かさ〟実感都市・かごしま」の実現

鹿児島市長　　森　　博　幸
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　2015年は、当地の旧集成館、寺山炭窯跡、関
吉の疎水溝が７月に世界文化遺産として登録
されました。これらは、その発想も然ることな
がら、単なる構想にとどまらず、実用化され
ていたことが最大の特徴で、まさに「イノベー
ション（innovation）」です。イノベーション
という言葉は、「技術革新」と訳されがちです
が、本来は、新しい方法・考え方を取り入れ、
人々に新しい価値をもたらすことであり、技術
的な話に限りません。その意味で、当地の世界
文化遺産は、文字通り、日本の近代化の基礎を
築いたイノベーションであったと言えます。
　ところで、かつて、米国のウィル・ロジャー
スという人が、「人類の歴史が始まって以来、
三つの大きな発明（invention）があった。火と
車輪と中央銀行とがそれだ。」と言ったそうで
す。この言葉は、ノーベル経済学賞を受賞した
ポール・サミュエルソンが、その経済学教科書
の中で引用したことで有名になりました。仮に、
「お金を世に送り出す仕事を、政府から独立し
た中央銀行に担わせる」というアイデアが「発
明」ならば、その制度を社会に導入し、従来と
異なる新しい通貨制度を確立することは「イノ
ベーション」です。
　わが国の中央銀行である日本銀行は、明治
15年（1882年）に設立されました。実は、わが
国で最も早く中央銀行の必要性を主張したの
は、薩摩藩英国留学生であった吉田清成です。
吉田は、英米両国で学んで帰国し、明治４年、
大蔵省で伊藤博文との大論争をする中で、こ

のことを主張しています。明治初期は、財政赤
字、大量発行された政府紙幣の処理、インフレ
という課題に加え、金融を整備し殖産興業を図
ろうとしていました。そのため、伊藤は、米国
に倣って複数の国立銀行を設立する案を主張
しました。これに対し、吉田は、米国の国立銀
行方式は不完全であり、英国のように中央銀行
を設立しなければ上手くいかないと反論します。
結局、伊藤案が通って国立銀行が設立されま
したが、課題の克服はできませんでした。その
後、明治14年（1881年）に大蔵卿となった薩摩
出身の松方正義が、日本銀行設立を強い決意
のもとで断行し、紙幣整理を進めました。さら
に、吉田清成の翌年に薩摩藩から米国留学し
た吉原重俊が、初代日本銀行総裁となり、紙幣
整理、初の日本銀行券（日本銀行兌換銀券）発
行、手形・小切手制度の整備を図ります。
　このように、当時の薩摩の人たちは、中央銀
行制度を含めた新しい通貨制度を導入・確立
したわけですが、単なる構想にとどまらず、当
時の社会が直面していた課題に対し、実際に
通用する仕組みを創るという、まさにイノベー
ションを実現したのです。将来、こうしたイノ
ベーションの精神、遺伝子を受け継ぐ当地の人
たちから、従来の方法・考え方にとらわれるこ
とのない新しい発想のもとで、人々に新しい価
値をもたらす何かが生み出されることを期待し
ています。
　本年が、皆さまにとって素晴らしい１年とな
ることを心より祈念し、新年の挨拶とさせてい
ただきます。

　日本銀行　鹿児島支店

支店長　　中　村　毅　史
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年頭のご挨拶

　平成28年の新春を迎えるにあたり、所感の
一端を申し述べて年頭のご挨拶とさせていた
だきます。
　まず、昨年のわが国経済を振り返りますと、
海外経済の減速が国内に波及し、景気回復は
緩慢なものとなりました。中小企業の景況感
を当金庫の「中小企業月次景況観測」でみま
すと、景況判断指数は好転・悪化の境目とな
る50手前での動きが続き、持ち直しに停滞感
がみられました。
　具体的には、日本銀行による金融緩和の継
続や、雇用環境の改善が成長を下支えしまし
たが、新興国経済の不透明感から輸出の伸び
悩みや国内生産活動の停滞につながりました。
また、一部の業種では円安に伴う仕入価格の
高止まりや、労働需給の逼迫による人件費負
担の増加などもあり、景況感の回復に遅れが
生じました。
　このような環境のもと、商工中金は第三次
中期経営計画の初年度として、東日本大震災
からの復旧・復興に取り組む中小企業の皆さ
まや、原材料高・エネルギーコスト高の影響
により当面の資金繰りに不安を抱える中小企
業の皆さまに対し、危機対応業務を中心に、
組織をあげてセーフティネット機能の発揮に
取り組んでまいりました。そして、こうした
取り組みを通じて、地域の雇用維持・経済の
安定に貢献できるよう努めてまいりました。
　中小企業の皆さまの企業価値向上に関して
は、ものづくり補助金の情報提供等、国の設
備投資促進のための施策と連携するとともに、

地域金融機関と協調しながら、地域経済への
波及力が高い中核企業に対する「地域中核企
業支援貸付制度」や戦略的な海外展開を行う
中小企業に対する「グローバルニッチトップ
支援貸付制度」により、リスクマネーを供給
してまいりました。
　再生支援については、各支援機関との連携
を一層強化し、能動的かつ抜本的な再生支援
を行う他、業況が改善しているお取引先に対
して、金融取引の正常化とその後の成長支援
に取り組んでまいりました。
　商工中金としては、引き続き皆さまからの
ご相談に対して、懇切、丁寧かつ迅速な対応
に努め、セーフティネット機能の発揮に全力
を挙げて取り組んでまいります。また、商工
中金の強みであるネットワーク機能、総合的
な金融機能を結集し、グループ一体となって
中小企業と中小企業組合の皆様の成長、再生
支援等に全力で取り組みます。こうした取り
組みを、地方公共団体、地域の金融機関等の
地域の各機関と幅広く連携しつつ、地域の面
的なものにつなげ地域経済の活性化に貢献し
てまいります。
　そして、「中小企業の、中小企業による、
中小企業のための金融機関」として、これま
で以上に皆さまから信頼され、お役に立てる
よう、役職員一同、全力で努力を続けてまい
りますので、今後とも格別のご指導とお引き
立てを賜わりますようお願い申し上げます。
　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝を
お祈りいたしましてご挨拶といたします。

株式会社　商工組合中央金庫

鹿児島支店長　　堂　園　哲　也
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年頭所感

年頭に当たって

　明けましておめでとうございます。平成28
年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申
し上げます。
　昨年６月に会長に就任後、初めて迎える新
年であります。新会長として半年間を振り返
りますと、消費増税後の内需低迷の長期化に
加え、中国経済の停滞による外需の減退によ
り、多くの中小・小規模事業者は、昨年も景
気回復の実感が得られない厳しい年でした。
また、消費税の複数税率制度の導入やＴＰＰ
（環太平洋パートナーシップ協定）の大筋合
意など、中小・小規模事業者を取り巻く事業
環境は、急速な変革を迎えることとなりまし
た。
　政府は、新たに「新・三本の矢」を掲げる
とともに、サービス業の生産性向上に向け
た数値目標を設定するなど、「地方創生」
「一億総活躍社会」の実現に向けて様々な政
策の推進を図っています。
　こうした中、昨年11月20日に沖縄県宜野湾
市の沖縄コンベンションセンターで開催した
第67回中小企業団体全国大会では、中小･小規
模事業者が連携･組織化を一層推し進め、ＩＴ
投資や省力化投資を促進し、生産性の向上の
担い手と地方創生の牽引役となること等の宣
言をいたしました。
　明けて平成28年こそは、全国の中小・小規
模事業者が「稼ぐ力が付いた」と実感できる
年になることを強く期待しています。そのた
めには、生産性の向上によって利潤の獲得と
内需･消費拡大を進め、地域資源や農商工連携
の促進、ＴＰＰの活用を踏まえた海外展開や

観光関連産業間の連携強化など攻めの経営力
強化と人材の育成･確保について、組合をはじ
め中小・小規模事業者が「群」となって積極
的に取り組んでいく必要があります。
　まもなく、東日本大震災発生から５年とな
りますが、被災県の復興はまだ道半ばという
状況です。復興の加速化に向け中央会の持つ
組織･人的ネットワークをフルに活用して、最
大限の支援の継続を行って参ります。
　本会は、今年創立60周年を迎えます。多く
の先人のご努力によって培ってきた全国中央
会の運営に携われることを誇りに、「団結は
力、見せよう組合の底力」の具現化に向けて
邁進して参ります。
　本年が、中小・小規模事業者が持ち前のバ
イタリティを大いに発揮し、良き１年となり
ますことをご祈念申し上げまして、年頭に当
たってのご挨拶とさせていただきます。

平成28年元旦

　全国中小企業団体中央会

会　長　　大　村　功　作
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特集　鹿児島県中小企業団体中央会　創立60周年記念式典を開催！

鹿児島県中小企業団体中央会
創立60周年記念式典を開催！
鹿児島県中小企業団体中央会
創立60周年記念式典を開催！
鹿児島県中小企業団体中央会
創立60周年記念式典を開催！

　12月７日、本会は、鹿児島市の「城山観光ホテル」で、創立60周年記念式典を開催した。
　開会にあたり、中央会理念を全員で唱和した後、小正芳史会長が「本会は、中小企業の振興と組織化の
推進を目的に設立され、本年で60年の節目を迎えた。これは、関係各機関をはじめ、会員の皆様の温かい
ご支援、ご協力の賜物であり、心から深く感謝する。日本経済は、戦後、世界に類を見ない高度経済成長
を経験し、また幾度かの不況の荒波も乗り越え、飛躍的な発展を遂げてきた。しかし、失われた20年と呼
ばれる長い停滞期を経ても、今なお景気の先行きは不透明な状況が続いている。併せて、今後さらに進行
が予想される少子高齢化社会への対応や財政基盤の強化等取り組むべき課題が山積している。
　このような中、本会は組合支援に軸足を置きながら中小企業支援を行うことを内外に意思表明すべく、

平成24年に『組合と共に明日を拓く中央会』という理念を
策定した。また、実効性ある直接的な支援策として、平成
24年度補正予算で誕生した『ものづくり補助金』と『創業
補助金』の地域事務局を受託し、中小企業の積極的な設備
投資や創業・起業を支援した。
　今後は、この記念すべき創立60周年を契機として、中小
企業者が抱える諸課題に対し、より迅速に、よりきめ細か
く対応し、これからの10年、20年に向けて、より一層の努
力をしていきたい。」と述べた。

式辞を述べる小正会長
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　続いて、芳野勇一郎九州経済産業局産業部長、伊藤祐一郎鹿児島県知
事（森山健二商工労働水産部次長代読）、森英雄株式会社商工組合中央金
庫代表取締役副社長、大村功作全国中小企業団体中央会会長（加藤篤志
常務理事代読）から来賓祝辞が寄せられた後、九州経済産業局局長表彰、
県知事表彰、全国中小企業団体中央会会長表彰、九州中小企業団体中央
会連合会会長表彰、鹿児島県中小企業団体中央会会長感謝状授与が行わ
れ、記念式典は終了した。
　記念式典終了後、株式会社A and Live 代表取締役（株式会社ジャパネッ
トたかた 前社長）髙田明氏による記念講演と祝賀会を開催した。

髙田　明 氏

株式会社 近畿日本ツーリスト九州
鹿児島支店　支店長 藤 本 邦 夫

弊社はおかげ様で60周年を迎えます

個人旅行・グループ旅行

何なりとご相談下さい

TEL：099(223)3205   FAX：099(239)8159
営業時間：平日9：30〜17：15　土日祝休み

　たくさんの組合関係者のご出席ありがとう
ございました。
　現在、60周年記念誌を作成中です。
　髙田氏による記念講演の概要については、記
念誌に掲載しますので、そちらをご覧ください。

記　念　講　演

祝　賀　会

島 唄 の 生 演 奏
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九州経済産業局局長表彰

【優良組合】

　赤帽鹿児島県軽自動車運送協同組合　（理事長　永徳　悦子）
　鹿児島県中古自動車販売商工組合　　（理事長　新園　康男）

【組合功労者】

　川崎　洋三　（奄美大島酒造協同組合　　　　理事長）
　山﨑　　洋　（鹿児島県防水工事業協同組合　理事長）

【優良組合青年部】

　鹿児島市管工事協同組合青年部会　　（会　長　照井　秀樹）

鹿児島県知事表彰

【組合功労者】

　樋口　弘文　（天文館本通商店街振興組合　理事長）

全国中小企業団体中央会会長表彰

【優良組合】

　鹿児島県歯科医師協同組合　　　　　　　　　　　（理事長　森原　久樹）
　鹿児島県建築業協同組合　　　　　　　　　　　　（理事長　前田　正人）
　鹿児島県エルピーガス保安情報センター協同組合　（理事長　上村　眞一）

【組合功労者】

　今村　　裕　（鹿児島県建築設計監理事業協同組合　理事長）
　中馬　　浩　（かごしま南薩砕石協同組合　　　　　理事長）
　福重　安治　（川薩電気工事工業協同組合　　　　　理事長）

（順不同・敬称略）

表彰おめでとうございます！
被表彰者は次の通りです
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【優良組合青年部】

　鹿児島市中央卸売市場青果食品協同組合青年部会（会　長　栫井健一郎）

九州中小企業団体中央会連合会会長表彰

【優良組合】

　鹿児島県旅行業協同組合　　　（理事長　中間　幹夫）
　鹿児島県葬祭業協同組合　　　（理事長　米丸　五男）
　鹿児島県柔道整復師協同組合　（理事長　野村　哲夫）

【組合功労者】

　鳥部　敏雄　（鹿児島物流ネットワーク協同組合　理事長）
　原田　　毅　（鹿児島県外壁改修・補修工事業協同組合　理事長）
　椎原　孝二　（鹿児島県室内装飾事業協同組合　理事長）
　楠見　重忠　（曽於地区電気工事業協同組合　理事長）
　朴木　武雄　（姶良伊佐電気工事業協同組合　理事長）

鹿児島県中小企業団体中央会会長感謝状（中央会役員功労者）
　常任理事　岩重　昌勝（平成14年5月～　　13年間） 
　常任理事　西郷　隆文（平成16年5月～　　11年間）
　常任理事　西川　明寛（平成14年5月～　　13年間）
　常任理事　羽仁正次郎（平成14年5月～　　13年間）
　常任理事　濵田雄一郎（平成14年5月～　　13年間）
　理　　事　川畑　俊彦（平成14年5月～　　13年間）
　理　　事　久保　純一（平成16年5月～　　11年間）
　理　　事　窪田　　茂（平成10年5月～平成19年5月、平成22年5月～ 14年間）
　理　　事　寺田　実三（平成16年5月～　　11年間） 
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中央会の動き

中央会年始会を開催

　１月５日、鹿児島市の「鹿児島サンロイヤルホテル」で、中央会会員と来賓並びに関係者による恒例の
中央会年始会を開催した。最初に「国歌」及び「中小企業団体の歌」を斉唱し、「中央会理念」を下園廣
一副会長の掛け声のもと出席者全員で唱和した。続いて、小正芳史会長が年頭の挨拶を行った。
　小正会長は、「国内経済は緩やかな景気回復の傾向にあると報告されているが、中
小企業にとっては厳しい局面から脱し切れていない。このような状況を打開するため、
昨年11月に沖縄県で開催された第67回中小企業団体全国大会では、全国中央会副会長
の立場から地域経済を支える中小企業が景気回復を実感できるような政策の早期実施
を強く要望した。その効果もあり、昨年末には平成27年度補正予算案と平成28年度本
予算案が相次いで閣議決定され、中小企業に対する手厚い施策が予定されている。特
に、中小企業の設備投資や新商品開発等を強力にバックアップする『ものづくり補助
金』では、4年連続で1千億円を超える予算措置が計画されている。
　本会では、『ものづくり補助金』の地域事務局として、これまで約400社に対して総額33億円近い設備投
資等を支援し、県内経済の振興発展に大きく貢献してきた。昨年、本会は創立60周年を迎えたが、次の10
年・20年に向かって決意を新たにし、中小企業が新たな時代を創造できるよう、皆様方ともに各種事業に

『挑戦』していきたい。」と述べた。
　この後、伊藤祐一郎鹿児島県知事、池畑憲一鹿児島県議会議長、森博幸鹿児島市長（阪口進一副市長に
よる代読）が来賓祝辞を述べた後、中村毅史日本銀行鹿児島支店長の乾杯発声により開宴となった。地元
選出の国会議員が祝辞を述べた後、堂園哲也商工中金鹿児島支店長による万歳三唱が行われ、盛会のうち
に終了した。

伊藤鹿児島県知事 池畑鹿児島県議会議長 阪口鹿児島市副市長 中村日銀支店長 堂園商工中金支店長

年頭の挨拶を述べる
小正会長



「美と健康の提供による組合事業の再構築」をテーマに研究会を開催
〜鹿児島県化粧品小売協同組合〜
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中央会の動き

　12月21日、鹿児島市の「資生堂ジャパン株式会社 九州
支社鹿児島オフィス」で、鹿児島県化粧品小売協同組合（馬
場伸行理事長）を対象に、「美と健康の提供による組合事
業の再構築について」と題し、研究会を開催した。
　講師にトータルメイクアップコンサルタント「アトリ
エ・マキヤージュ」主宰の山下喜代氏を招聘し、化粧品
店が売上を伸ばすためのヒントやお客様と接する際の留
意点について学んだ。
　山下氏は「メイクのカウンセリングは、お客様との会
話が大切であるが、話が弾んでお客様が楽しい気分になっ
てもそれで売上が伸びるとは限らない。お客様は綺麗に
なれば喜んで帰っていくが、メイク技術の提供だけでは、
次は教わった店ではなく、量販店やネット通販を利用する
かもしれない。」と述べ、「大切なのは、お客様の心をキャッ
チすることである。会話の中から、お客様の悩みや気に
なっていることを聞き出し、その解決方法を提案するこ
とで、信頼を得ることができる。手足が冷えると聞けばこれを改善するサプリを紹介し、テニスをし
ている方には膝をいたわるようヒアルロン酸を紹介するなど、あの店に行けば、自分に合ったアドバ
イスがもらえると思っていただくことでリピートにつながる。」とリピーターをつかむコツを紹介した。

　最後に講師は、「売上を伸ばすためには、メイクで綺麗になっ
てもらうだけではなく、スキンケアで肌を健康にすることや、シ
チュエーションに応じた香りまで提案するなど、トータルに美し
く健康に素敵になっていただくよう提案することが重要である。
また、男性に素敵な香りの使い方を提案し、新たな顧客とするこ
とで販売拡大につながる。」と述べた。
　引き続き意見交換を行い、共同購買事業のさらなる活用による
事業活性化に向けて活発な議論が交わされた。
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商店の魅力アップのための研修会を開催
〜協同組合情報タウンこくぶ〜

　本会では、上記のように「経営強化」や「事業再構築」、「組
合間連携」等をテーマにした研究会の開催など、様々な組
合活性化支援事業を行っています。
　「このような研修会をしたい！講師を呼びたい！しかし予
算が…。」とお悩みの方は、当会までお気軽にご相談ください。

　12月18日、霧島市の「霧島商工会議所」で、協同組合情報
タウンこくぶ（木野田寛理事長）を対象に、岡崎まちゼミの
会 代表 松井洋一郎氏を招聘し、商店の魅力アップ、売上拡
大に効果がある「まちゼミ」についての理解を深めるため、
経営強化・運営改善研修会を開催した。
　松井氏は、「『まちゼミ』とは、各商店が講師となり、各店
の専門知識や実技体験を受講者となるお客様に無料で提供す
る少人数制のゼミナールであり、お店の存在・特徴・商店主
のこだわりや人となりを理解してもらうことで、信頼関係の
構築に加え、『商店にとっては新規客の獲得や売上向上』、『お
客様にとっては満足や幸せ』、『街にとっては発展や活性化』
が図れる。」と説明した。
　また、まちゼミの終了後に受講者が新規のお客様として来
店する割合は、約４割の店舗に達することが確認されている
とのことで、「充実した講座を開催するため、関係者が多様
な案を出し合い、企画・開催することが魅力ある街づくりの
一つにもなっており、例えば、違う業種の商店主が１つの講座を共同で実施する際には、お互いの事
業内容を深く理解する機会となり、商店間の結びつきが強くなるなどの相乗効果も発生している。」と、
これまで自身が支援を行ってきた経験を元に商店並びに商店街活性化に向けてアドバイスを行った。
　引き続き行われた意見交換会では、商店が現在抱えている問題や業界の現状、今後の展望などにつ
いて活発な議論が交わされた。



ボランティア事業を実施
〜鹿児島県中小企業団体中央会青年部会〜

15

中小企業かごしま／2016.1
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　12月11日、鹿児島市の「社会福祉法人 善き牧者会 愛の聖
母園」で、本会青年部会がボランティア事業を実施した。
　本事業は、特別支援学校や児童養護施設の子供達の日常生
活や勉学等に役立ててもらうために、チャリティ募金や事業
の収益金から、学用品や日常品等を贈呈しており、今回で22
回目の実施となった。
　贈呈式では、有川会長が「よく遊びよく学ぶ子供になって
ください。」と挨拶し、春から小学１年生になる生徒のため
に学習机一式を贈呈した。
　これを受け、小牟田施設長が「立派な学習机をありがとう
ございます。」とお礼を述べ、生徒代表は「この机で一生懸
命勉強を頑張ります。これから大切に使わせていただきま
す。」と感謝の気持ちを伝えた。
　青年部会は、今後も引き続き同事業を通し、県内の将来を
担う子供達と交流を深めていく予定である。

　本青年部会は、昨年をもって創立４０周年を
迎えました！
　青年経営者の育成を目的に講習会・研修会等
の開催に加え、親睦活動やボランティア事業等
の各種事業を積極的に実施しています。

有川会長と生徒さん
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新設組合紹介（IDDO協同組合）

新設組合紹介「IDDO協同組合」
〜電子部品関連工場が組織化によりコスト削減を実現し経営強化を図る〜

　昨年12月11日、鹿児島市の「鹿児島サンロイヤルホテル」で、
ＩＤＤＯ協同組合（発起人代表 岩神徹也 氏）が創立総会を
開催した。
　本組合は、電子部品関連業を営む事業者が中心となって組
織化された。
　初代理事長となった岩神徹也氏は、「私たちは、これまで
競争関係にある会社同士であった。しかし、昨今の経済情勢
による原材料費や輸送費用の高騰や継続的な人材確保への不
安など、企業経営は非常に厳しい環境にさらされている。この苦境を打破するために、私たちは一致
団結して組合を設立するに至った。燃料・作業服等の共同購買によるコストダウンで経営力強化を実
現したい。さらに、協力関係を深め、新しい事業にも積極的に取り組みたい。」と述べた。
　なお、本組合は、12月22日付で鹿児島県知事認可となり、本年１月４日に設立登記をした。

組合設立につきましては、
どんなことでもでもお気軽に
中央会にご相談ください。

【組合プロフィール】

名　　称：ＩＤＤＯ協同組合
　　　　　（アイディーディーオー）
所 在 地：鹿児島市小松原１丁目44番８号
理 事 長：岩神徹也
組合員数：８人
地　　区：鹿児島県
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下土橋　敏　（シモツチハシ　サトシ） 和仁　浩一　（ワニ　ヒロカズ）
南九州支社　支社長 南九州支社　営業推進部長
【担当地域】　鹿児島県・宮崎県全域 【担当地域】　宮崎県・鹿児島県全域
【出身地】　鹿児島県薩摩郡 【出身地】  岡山県津山市
【自己紹介】　趣味：ゴルフ・釣り 【自己紹介】　趣味：温泉巡り
好きな飲み物は、芋焼酎とウィスキーです。 役職名のとおり、生命保険の推進を担当して
中央会組合員のみなさまのお役に立てるよ おります。中央会様には「オーナーズプラン」
うな情報提供をタイムリーに行って参ります 「パートナーズプラン」という優れた制度をお
ので宜しくお願いいたします。 持ちです。同制度の普及推進に尽力致します。

牛島　健一郎　（ウシジマ　ケンイチロウ） 佐々木　俊和　（ササキ　トシカズ）
南九州支社　損保推進部長 鹿児島営業部　営業部長
【担当地域】　宮崎県・鹿児島県全域 【担当地域】　鹿児島市
【出身地】  宮崎県宮崎市 【出身地】  兵庫県
【自己紹介】　趣味：ゴルフ 【自己紹介】　趣味：食べ歩き・読書
「業務災害補償プラン」や「取引信用保険 徳島県に赴任時代、青年部の皆様と一緒に
制度」等の損害保険を活用し、会員企業の皆 徳島マラソンに参加致しました。１年間練習
さまの企業防衛やコスト削減のお役に立てる するも、本番前に転勤となり、走ることが出来
ご提案を目指します。 ませんでした。（ホッとしておりますが）。

鹿児島でも体一杯使って普及推進致します。

平井　友啓　（ヒライ　トモヒロ） 武元　みゆき　（タケモト　ミユキ）
鹿児島南営業部　営業部長 鹿屋中央営業部　営業部長
【担当地域】　鹿児島市谷山・指宿市・枕崎市 【担当地域】鹿屋市・志布志市・大崎町
【出身地】　神奈川県鎌倉市 【出身地】　鹿児島県肝属郡
【自己紹介】趣味は野球です。 【自己紹介】　趣味は温泉巡りです。
座右の銘：継続は力なり！！ 中央会の共済制度を活用して皆様のお役に
何事もプラス思考で明るく取り組んで 立てる情報提供に努めて参ります。
参ります。中央会共済制度の普及目指し よろしくお願いいたします。
邁進いたします。

中原　亨　（ナカハラ　トオル） 岡田　晃知　（オカダ　アキトモ）
霧島営業部　営業部長 川薩営業部　営業部長
【担当地域】　霧島市・姶良市・伊佐市 【担当地域】　薩摩川内市・出水市・日置市
【出身地】　　佐賀県有田町 【出身地】　福岡県北九州市
【自己紹介】　新年度より霧島営業部に着任 【自己紹介】趣味はドライブ
致しました。 組合員の皆様へ中央会共済制度の普及推進に
皆様のお役に立てる情報提供を行って参 努めて参りますのでよろしくお願い致します。
りますのでよろしくお願いいたします。

松村　洋佑　（マツムラ　ヨウスケ） 用品　友吾　（ヨウシナ　ユウゴ）
鹿児島営業部　主幹 南九州支社　副長　（中央会推進担当）
【担当地域】　鹿児島市 【担当地域】　宮崎県・鹿児島県全域
【出身地】　熊本県熊本市 【出身地】  広島県広島市
【自己紹介】　趣味：マラソン・フットサル 【自己紹介】　趣味：マラソン・釣り

考える前にまず動くを念頭に置きつつ、組合員
の皆様にとってメリットの大きい共済制度のＰＲ
活動に全力を尽くして参りますのでよろしく
お願いいたします。

体を動かすことを基本的に得意としておりま
す。
共済制度の普及に尽力して参りますのでよろ
しくお願いいたします。

鹿児島県中小企業団体中央会 

■ 従業員の皆さまの退職金準備 
■ 事業主・従業員の方の業務上の災害への備えに 
■ 経営者の方の事業継承・リスクマネジメント対策、退職慰労金準備 
■ 従業員の方への福利厚生制度の準備 

   この機会に、中央会共済制度のご利用についてご検討くださいますようお願い申し上げます。 

  共済制度普及キャンペーン実施中！！ 
鹿児島県中小企業団体中央会では、三井生命保険株式会社と連携し、平成２８年３月末まで共済制度普及キャンペー
ンを実施しております。本共済制度は中央会の大きな組織を通じて安定した制度運営を行っており、組合並びに組合員
の皆さまは各種共済制度をご利用できます。 

私たちが担当させて頂きます 
＜三井生命保険株式会社 南九州支社一同＞ 

【連絡先】 
三井生命保険株式会社 南九州支社  
鹿児島市加治屋町18-8 三井生命ビル2F 
電話 099-226-6311 
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代表理事 有　村　興　一
組 合 員 一 同

一般社団法人
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鹿児島県遊技業協同組合

鹿児島県農業機械商業協同組合
理事長　田　中　俊　實

組合員一同

〒899-6405　霧島市溝辺町崎森973-1

ＴＥＬ　0995-58-4713

ＦＡＸ　0995-40-2142

国産材原木丸太・製材製品
なんでも揃う木材市場
鹿児島県木材銘木市場協同組合

理事長　　柴  立  鉄  彦

〒891-0115 鹿児島県鹿児島市東開町 3 番地 35 号
T E L ： 0 9 9 - 2 6 8 - 5 1 3 1

F A X ： 0 9 9 - 2 6 8 - 5 2 1 0
Ｅメール ： meiboku@po5.synapse.ne.jp

南九州産業団地協同組合
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協同組合鹿児島ウッディホームビルダー協会
理事長　下　津　春　美

組 合 員 一 同

〒891-0115　鹿児島市東開町13番地30
TE L　099-269-7113
FAX　099-268-0385

組合員一同

南　　省　治
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理事長 永 徳 悦 子・組合員一同

東日本地区本部
西日本地区本部

〒150-0021

〒890-0052

東京都渋谷区恵比寿西2ｰ1ｰ7ｰ1001

鹿児島市上之園町24番2号第12川北ビル

TEL 03-3462-2060　FAX 03-3462-2061

TEL 099-285-1400　FAX 099-285-1402

URL http://www. ksb-kumiai. com/　E-mail　info@ksb-kumiai. com

代表理事 山　根　英　司
専務理事 久木留　　　寛

組合員一同

大隅地区生コンクリート協同組合
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鹿児島県運送事業協同組合連合会

名瀬港港湾運送事業協同組合
理事長　里　見　弘　壽

組合員一同

〒894-0035　鹿児島県奄美市名瀬塩浜町17番５号

電話・ＦＡＸ：0997-52-0088

謹賀新年

さつまいも産業振興協同組合

協業
組合 薩南浄水管理センター
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鹿児島県経済事業協同組合

理　事　長　木　元　　　繁
副理事長　末　永　正　人
副理事長　山　崎　昇　平
専務理事　井　上　正　信

組合員一同
安達　洋彦・末次　　孝・恒森　孝雄

米丸　良行・的場　勝彦

濵　﨑　博　文
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理事長　塚　脇　　伸

組合員一同

鹿児島県測量設計
コンサルタント協同組合

官公需適格組合

〒890-0066　鹿児島市真砂町48番１号

ＴＥＬ　099-253-9354

ＦＡＸ　099-258-6633

理　事　長　丸　元　正　樹

副理事長　丸　山　　　聡

副理事長　山　下　健　次

理事長　小　野　隆　三
組 合 員 一 同

理事長 池　田　耕　一

鹿児島市上之園町 24-2 第 12 川北ビル 601　TEL　099-255-2672

（鹿 児 島 支 部）
土佐屋生コンクリート㈱
日研マテリアル㈱
喜 入 生 コ ン ㈱
南州コンクリート工業㈱

（中 薩 支 部）
㈱ サ ン ・ エ イ
南国ガイアレミコン㈱

（南 薩 支 部）
薩摩コンクリート㈱
南九州イワタ産業㈱

南国生コンクリート㈱
㈱ガイアテック
鹿児島菱光コンクリート㈱
㈱センテイケイエスプラント事業部
平田コンクリート工業㈱
㈱ 中 馬
日新コンクリート工業㈱

㈱頴娃コンクリート工業
㈱ シ ー ト ッ ク

北薩生コンクリート㈱
加根又レミコン㈱
鹿児島味岡生コンクリート㈱
薩摩コンクリート㈱
南 生 建 設 ㈱
㈱直木生コンクリート工場
㈱ 中 薩

㈱恋島コンクリート
日新コンクリート工業㈱

理事長　上　野　耕　作

組 合 員 一 同
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〒892-0816　鹿児島市山下町17-5
TEL 099-225-8901
FAX 099-225-8761

 

 

 

 

 

 

鹿児島県砂利協同組合連合会 
 

会 長  島　田　静　雄 

副会長  吉　永　光　行 

組 合 員 一 同 

〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目21番 

 

TEL 099-210-8133 

FAX 099-210-8101 

（一社）日本砕石協会鹿児島県支部

中　馬　　　浩

鹿児島市建設業協同組合

奈　良　千　尋

〒891-0311  鹿児島県指宿市西方482番地1

鹿児島県鰻魚養殖
加工販売協同組合

TEL

FAX

0993-25-2987

0993-25-4659

理事長　今　村　　裕

組 合 員 一 同

〒890-0055　鹿児島市上荒田町29番33

ＴＥＬ　099-298-1835

ＦＡＸ　099-298-1836
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寺　田　実　三

理事長　安　忠雄

〒894-0025 奄美市名瀬幸町６番５号
TEL 0997-52-7111
FAX 0997-53-5211

http://www.amamishinkumi.co.jp

あけまして

　おめでとうございます

銘菓 「鹿児島名産かるかん」 を

お土産に是非どうぞ！

鹿児島県生コンクリート工業組合
鹿児島県生コンクリート協同組合連合会

理事長　新　園　康　男

組合員一同
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〒892-0845 鹿児島市樋之口町8-2

TEL 099-223-1111／FAX 099-223-1700

２名様～３００名様までの各種ご宴会・

ご宿泊、随時予約承ります。

暑中お見舞い申し上げます

マルヤ
ガーデンズ

ニシムタ北ふ頭店

鹿児島市山之口町 4-20　TEL.099-222-0505
http://nisikawa.net/lexton/

●空港リムジン〈天文館〉から歩いて 4分●空港リムジン〈天文館〉から歩いて 4分

価値が分かるあなたへ・・・
ほんの少しだけの贅沢をしてみませんか。

至天文館

山之口本通り

パース通り

二
官
橋
通
り

甲
突
川

加
治
屋
町

ナ
ポ
リ
通
り

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅

あけましておめでとうございます

第22回「地方法人税の創設」について第22回「地方法人税の創設」について第22回「地方法人税の創設」について第22回「地方法人税の創設」について

本組合は３月決算です。平成28年３月期の税務申

告から「地方法人税」が課せられると聞いたのです

が、どのような趣旨なのでしょうか。

詳しいことは、中央会指導員に相談

してほしいぶ～

◆　平成 26 年 10 月１日以降に開始する事業年度から、「地方法人税」が創

設されました。

◆　この新たな制度の創設により、法人税を納める義務がある法人について

は、法人税額の 4.4％を申告納税する必要があります（なお、申告に際

しては、法人税の申告書の中で計算する形となります）。

◆　本税の導入に当たっては、法人県民税割及び法人市町村民税割が合計

4.4％引き下げられているため、実質的な税負担の合計に変更はありま

せん。

◆　このことから、本税の導入の趣旨は、地域間の税源の偏在性の是正や財

政力格差の縮小を図るものであり、増税を目的としたものではありませ

ん。

教えてぐりぶー！組合運営

はい！お答えします！はい！お答えします！
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　教えてぐりぶー！組合運営

第22回「地方法人税の創設」について第22回「地方法人税の創設」について第22回「地方法人税の創設」について第22回「地方法人税の創設」について

本組合は３月決算です。平成28年３月期の税務申

告から「地方法人税」が課せられると聞いたのです

が、どのような趣旨なのでしょうか。

詳しいことは、中央会指導員に相談

してほしいぶ～

◆　平成 26 年 10 月１日以降に開始する事業年度から、「地方法人税」が創

設されました。

◆　この新たな制度の創設により、法人税を納める義務がある法人について

は、法人税額の 4.4％を申告納税する必要があります（なお、申告に際

しては、法人税の申告書の中で計算する形となります）。

◆　本税の導入に当たっては、法人県民税割及び法人市町村民税割が合計

4.4％引き下げられているため、実質的な税負担の合計に変更はありま

せん。

◆　このことから、本税の導入の趣旨は、地域間の税源の偏在性の是正や財

政力格差の縮小を図るものであり、増税を目的としたものではありませ

ん。

教えてぐりぶー！組合運営

はい！お答えします！はい！お答えします！
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業界情報

業界情報（平成27年11月情報連絡員報告）
製　造　業

【味噌醤油製造業】

暖冬の前触れなのか、思いのほか気温の高い日が続き、
需要は停滞気味であった。

【酒類製造業】

(平成27年10月分データ)　　　　　　　  （単位㎘・%)

区　分 H26.10 H27.10 前年同月比

製成数量 26,176.7 25,994.9 99.3

移出
数量

県内課税 4,723.0 4,294.5 90.9

県外課税 6,746.5 6,329.6 93.8

県外未納税 3,475.4 2,783.8 80.1

在庫数量 229,970.3 238,771.8 103.8

【漬物製造業】

販売は、まずまずの動きではあるが、原料不足により
拡販ができない状況である。漬込みも始まったが、希
望する数には届かず、不足状態が続いている。

【蒲鉾製造業】

国民文化祭の開催及びぐりぶー商品券の発行により、
土産品の売上が伸び、全体で３％の増であった。原料
のすり身はキロ単価20円ほど値上げで、S・A級で575
円前後となっている。すり身の値段が上がっても、商
品の値上げができないのが現状である。

【鰹節製造業】

先月より原料の高騰が続いている（185円～ 200円/
kg）。１kgあたり45円～ 50円ぐらい高いため、収益状
況は悪化してきている。そのため、生産量も低下して
きている。販売価格が原価とスライドしていないため
業界は非常に厳しい状況である。

【菓子製造業】

文化祭・学園祭によるごく一部の茶菓子の需要以外は
特になく、相変わらず客足が伸びない。

【茶製造業】

共販実績は、前年同月比売上高97％（11月売上136％）
であった。11月は、統一販売会（東京、静岡、京都、
福岡）の４会場とも前年度を上回る売上となった。

【本場大島紬織物製造業（奄美地区）】

11月の大島紬生産反数は431反であった。前年同月は
469反であり、38反の減となった。

【木材・木製品製造業】

原木素材、製材製品ともに入荷が減少、さらに売上も
減少し、いずれの価格も保ち合いからやや下げての商
況となった。原木素材にあっては、木質バイオマス発
電、輸出などの需要の台頭があり、流通が山元から需
要者への直納に変化しており、A・B材の需要がなけ
れば材価は維持できないと考えられ、年末さらには年
度末に向けて厳しい展開が予測される。

【木材・木製品製造業】

11月の木材の荷動きは、ほぼ一服感がある。一時は持
ち直したが、需要がそれほど大きくないため、やむを
得ない状況である。例年なら秋需要で相場は上がって
いたが、最近はその傾向も見られず、価格も下げ相場
となっている。県内屈指のバイオマス発電が稼働を始
め、また、ツーバイフォー工場の「さつまファインウッ
ド」も本格操業を始めた。今後の荷動きに注視する必
要がある。

【生コンクリート製造業】

出荷量136,413㎥（対前年比89.4％）。特に減少した地
域は、串木野、川薩、姶良伊佐、垂水桜島、大隅、南
隅、奄美南部、甑島、沖永良部である。特に増加した
地域は、宮之城、出水、種子島、屋久島、喜界島である。
官公需65,217立米（対前年比76.9％）、民需71,196㎥（対
前年比105.1％）。民需については、ここ3カ月100％を
超える出荷額となっているが、官公需については引き
続き低迷が続いている。

【コンクリート製品製造業】

11月の出荷トン数は10,605トンであり、前年同月比は
87.2％となった。南薩を除く地区にて減少しており、
特に川薩地区は前月と同じく前年同月比は50％となっ
た。11月の受注も芳しくなく、業界の厳しい状況が続
いている。

【機械金属工業】

年度末に向かって多少の動きが感じられる。
【印刷業】

この年末を控えた時期に、老舗の事業所が廃業するこ
とになった。業況の悪化に加え、後継者問題など、理
由は複数あるとのことであるが、転廃業が多くなって
くると、組合組織存続についても益々厳しくなること
が予想される。
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非　製　造　業

【卸売業】

一部業界では、企業統廃業の影響もあり昨年対比で増
収継続。谷山地区への大型小売店進出もあり、人口減
少や高齢化に加え、地元小売業者への影響等、今後並々
の業者間競争や淘汰が危惧される。最低賃金引上げや
政府等による人件費への言及により、今後の経営への
影響について心配する企業もある。

【燃料小売業（LPガス）】

11月の輸入原料価格は、10月比で35ドル上昇した。前
月に続き小幅な上昇になったが、依然300ドルの状態
が継続している。このため、大きな変動は考えにくい
と思われる。小売価格も下げの状態が続いている。

【中古自動車販売業】

依然として非常に厳しい状況である。今後の新春フェ
アに期待したい。

【青果小売業】

前月比65.4％、前年同月比97.5％であった。
【農業機械小売業】

規模の拡大や人手不足に対応するため、ロボット技術
などを活用した取り組みが続けられている。無人トラ
クターによる耕うんや無人コンバインによる収穫作業
など、実用化に向けた取り組みが活発化している。

【石油販売業】

原油価格市場は、低空飛行が続いており、OPECの動
向を注視している。石油製品のガソリンは、需要期を
過ぎた上に、前年割れが続いている。一方、季節商品
である灯油が、11月に入り漸く動き始めたものの弱基
調にある。気温次第であるので平年並みの寒さを期待
している。

【商店街（霧島市）】

11月は第30回国民文化祭かごしま大会2015関連の事業
が霧島市でも行われ、7つの事業（会場）は多くの人
で賑わっていた。中でも国分中心部に位置する霧島市
民会館や国分シビックセンターで行われた「少年少女
合唱の祭典」「食の祭典in霧島」「霧島演劇祭」などは
県内外から関係者が集中し、中心市街地の宿泊施設や
小売・飲食業など経済的効果があったようである。ま
た、Show－１グルメグランプリの地方大会が鹿児島
市と枕崎市で行われ、国分商店街のPRを行うことが
できた。

【商店街（薩摩川内市）】

全体的に業況は良くなく、厳しい状況にある。
【商店街（鹿児島市/天文館地区）】

前年同月と比べると大幅な変化はなかったようである。
変化がない＝好調ということではなく、前年同様、景
況は良くなっていない。

【サービス業（旅館業/県内）】

今月は「国民文化祭かごしま2015」をはじめ様々なイ
ベント等が開催されたこともあり、特に週末の宿泊は
多かったが、それ以外の日がやや低調に推移し、前年
同月比はほぼ変わらずであった。

【美容業】

この時期から年末商戦に向けての早め早めの行動に取
り掛かっているが、美容への支出を控える傾向が見ら
れ、顧客の節約志向はさらに強まっているのを感じる。
経営環境は引き続き厳しい状況が続いている。

【旅行業】

11月の集客状況は前年同月比104％であった。秋の旅
行シーズンのピークを迎え、それぞれの事業所で増減
があるものの、売上は全体的に前年より微増であった。
パリ市内でのテロで海外客は減少したが、ハネムーン
等が国内に転嫁し販売額は昨年並みの実績がでた。相
変わらず、連休利用のファミリー層は関西方面（USJ）
の旅行申し込みが多く、外国人の県内旅行も好調である。

【建築設計監理業】

現在、繁忙期に入り多忙な日々が続いている。例年こ
の時期から年度末にかけて超多忙で、年度初めからは
スロースタートとなる。公共事業については、年間を
通して発注の平準化及び年度をまたいでの発注はでき
ないものか。一考をお願いしたいものである。

【自動車分解整備・車体整備業】

特に大きな変動はなく、前年同様の状況であった。年
末に向けて忙しくなることを期待している。

【電気工事業】

官庁物件も発注が残り少なくなっており、民間工事も
アベノミクスの影響はほとんどなく、静かに推移して
いる。太陽光発電もいくらか下火になってきたが、物
件的にはまだ残っているようである。

【造園工事業】

公共の作業（街路樹剪定、道路草刈り等）が年末を前
に発注が例年通りに出てくるが、受注価格も例年と同
等のようである。剪定クズ破砕後の活用用途をより拡
げていくための課題に取り組んでいかないといけない。

【建設業（鹿児島市）】

公共事業が年々減少している現在、今年度は特に大型
工事が少なく、工事が小型化している上に、対前年度
に比べ組合員の受注が極端に減少している。例年、年
末から年度末にかけて工事が集中しており、組合員は
人手不足等の状況の中、大変厳しい施工をしているた
め、平準化発注を強くお願いする。

【貨物自動車運送業】

11月に入り、軽油価格は市況の変動により値上げの厳し
い状況であった。荷動きについては、食肉・青果物は
昨年並みであったが、一般荷物等の動きは低調であった。

【運輸業（個人タクシー）】

前月よりは少し好調であった。
【運輸・倉庫業】

運賃、物量は例年と比べると微減で推移した。車両不足、
ドライバー不足が顕著に出てきて、仕事を断る状況に
なってきた。燃料価格は若干上がってきている。
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平成27年12月　鹿児島県内企業倒産概況
（負債額1,000万円以上・法的整理のみ）

㈱帝国データバンク　鹿児島支店

件数４件　負債総額10億8,000万円
〔件数〕前年同月比１件増　〔負債総額〕前年同月比153.5％増

【各要因別】

　・　 業種別では、「建設業」１件、「製造業」１件、「サービス業」１件、「その他」１件。

　・ 　主因別では、「販売不振」３件、「放漫経営」１件。

　・　 資本金別では、「100万円以上1,000万円未満」２件、「1,000万円以上5,000万円未満」１件、「5,000万円 

以上１億円未満」１件。

　・ 　負債額別では、「1,000万円以上5,000万円未満」２件、「５億円以上10億円未満」２件。

　・ 　態様別では、「破産」３件、「特別清算」１件。

　・ 　業歴別では、「５年以上10年未満」２件、「20年以上30年未満」１件、「30年以上」１件。

　・ 　地域別では、「鹿児島市」２件、「霧島・姶良地区」１件、「大島郡」１件。

【ポイント】～倒産件数、負債総額何れも前年同月を上回る～
・12月の倒産件数は前月と同じく４件であった。

・地域別でみると鹿児島市２件、姶良市１件、大島郡１件であった。

・業種別でみるとサービス業１件、建設業１件、製造業１件、その他１件であった。

・倒産の態様でみると破産３件、特別清算１件であった。
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【今後の見通し】

　12月の倒産件数は前月同様に４件であった。

　負債額５億5,000万円で倒産した（株）Ｋは、

当地老舗のイベント企画制作業者であった。近年

県内でもコンビニエンスストアの進出・開店が相

次ぐ中でチケット販売の窓口がコンビニエンスス

トアに移行したことも行き詰まりの要因であり、

同業者以外のコンビニエンスストアとの競合にさ

らされている業種にも、今後同様の影響が発生す

る可能性もある。

　件数自体は横ばいであったものの、負債総額で

みれば平成27年に入り３番目の高い水準となった。

　８月に倒産した（有）Ｔ（負債額23億9,800万

円）以来、負債額10億円越えの大型倒産の発生は

なく、また倒産件数自体も平成27年に入り毎月１

桁に留まっており、負債総額・件数ともに表面上

は沈静化した様子もある。しかし、所得環境の改

善などは一部に限られたものであり、個人消費の

活性化を誘導するような状況にはない。むしろ民

間住宅着工件数の落ち込みや、相反する人件費の

高騰による建設業者の疲弊といった様子すら窺え

る状況にある。したがって年度末工事の確保が難

しい中小建設業者などの経営環境は厳しい。また

ホテル旅館業なども積極的な施設整備を進める大

手と小規模業者との格差も広がりつつあり、今後

は多くの業種で自然淘汰が進み、倒産件数が増加

する可能性を孕んでいる。

平成27年12月企業倒産状況（法的整理のみ）

企業名 業　種 負債総額
（百万円） 態　様

（株）Ｉ 元・土木工事 500 特別清算

（株）Ｋ コンサート等企画制作 550 破産

Ａ（株） 農作物加工 10 破産

Ｔ（合） 果実生産 20 破産

４件　10億8,000万円
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中央会関連主要行事予定
平成28年２月

  9日(火)

15：30

組合事務局講習会
「お茶一杯から始まった“はとバス”の経営改革」
鹿児島市「ホテルパレスイン鹿児島」

  9日(火)

17：00

異業種間連携研究会
「大隅地区における農林水産業の物流効率化対策」
鹿屋市「さつき苑」

平成28年３月

  2日(水)

10：00

組合決算講習会
鹿児島市「アーバンポートホテル鹿児島」
※詳細は右記を参照

  3日(木)

16：45

中央会理事会
鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」

  7日(月)

13：00

大島地区特別相談会（〜８日（火）15：00）
奄美市「大島支庁別館２階会議室」

組合の決算実務について

☆講　師　税理士法人さくら優和パートナーズ
　　　　　税理士 貫見 昌良 氏
☆日　時　平成28年３月２日（水）
　　　　　10：00 ～ 16：00（昼食休憩含む）
☆場　所　鹿児島市「アーバンポートホテル鹿児島」
☆参加費　無料
※　 当日は、「中小企業等協同組合会計基準」

と電卓を忘れずにお持ち下さい。
　　 購入を希望される方は、事前にお申込み下

さい。購入代金（2,160円）は、講習会
当日に受付にて申し受けます。

【お問い合わせ】　組織振興課

組合決算講習会

表紙・本文中で登場する

ぐりぶー・さくらとその子供たちは

鹿児島県のＰＲキャラクターです♪

©鹿児島県ぐりぶー・さくら＃ 195
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